
［事案 23-233］ 契約無効確認・既払込保険料返還請求  

・平成 24年 8月 29日 裁定終了 

＜事案の概要＞ 

 募集人より不告知教唆があったことを理由に、医療保険とガン保険の契約の取消しを求

めて申立てがあったもの。 

＜申立人の主張＞ 

 平成 23 年１月に医療保険とガン保険に契約した際、募集人に、「入院していないし、入

院を勧められてもいないが、継続して糖尿病の薬を飲んでいる」ことを伝えたところ、「糖

尿病でも入院していなければ大丈夫」として、告知書には全て「いいえ」にチェックする

よう誘導された。その後、糖尿病で入院、手術しても保険金が支払われないことが分かっ

た。契約を取消し、既払込保険料を返還してほしい。 

＜保険会社の主張＞ 

 募集人等、関係者から事情聴取を行った結果、下記のとおり申立人の主張する事実は認

められなかったので、申立人の請求に応ずることはできない。 

(1)初回訪問時から契約締結に至るまで、申立人から、糖尿病に罹り投薬を受けている事実 

 を含め、既往症について聞いたことはなかった。 

(2)当社では、申立人のような健康状態の方を対象とした引受緩和型の医療保険があるので、 

  もし、申立人から適切な告知を受けていれば、上記を勧めている。 

＜裁定の概要＞ 
 裁定審査会では、申立人が、告知義務違反の教唆を主張するものと解し、当事者から提

出された申立書、答弁書等の書面および申立人、募集人からの事情聴取の内容にもとづき

審理した。審理の結果、下記のとおり、申立人の主張を認めることはできず、申立内容を

認めることはできないとして、指定（外国）生命保険業務紛争解決機関「業務規程」第 37

条にもとづき、裁定書にその理由を明記し、裁定手続を終了した。 

(1)告知義務違反は、保険会社（相手方）からの生命保険契約の解除事由とはなり得ても、

自身で不実告知を行った保険契約者（申立人）からの生命保険契約の解除事由とはなり

得ない。 

(2)なお、申立人の主張は、「募集人が、告知書に『いいえ』と回答すれば、糖尿病による

入院・手術であっても給付金が支払われるかのような説明をしたが、実際には給付金は

支払われないことが判明した」という、詐欺に基づく取消しを主張するものとも考えら

れるので、以下、検討する（ただし、医療保険の取消事由とはなり得ても、ガン保険の

取消事由とはなり得ないことから、医療保険のみについて検討する）。 

 ①医療保険についての告知書には、「過去５年以内に、病気やケガでＡまたはＢに該当し 

  たことがありますか。」との質問項目があり、「Ａ【表】の病気による医師の診察・検 

  査・治療・投薬」との問いが記載され、【表】の中に「糖尿病（境界型糖尿病を含む）」 

  が挙げられている。上記のように【表】の中に「糖尿病（境界型糖尿病を含む）」と 



  明記されているのに、募集人が、申立人から糖尿病で治療を受けている旨を聞きなが 

  ら、「いいえ」と虚偽の回答をするように指示することは、常識的に極めて考えにくい 

  と言わざるを得ない。 

 ②保険会社においては、持病（既往症）のある人向けの医療保険も販売しており、募集 

  人としては、持病のある人向けの医療保険を推奨すればよかったのであるから、あえ 

   て申立人に不実告知を指示してまで、医療保険を申し込ませる必要性がない。 

 

 


